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根室半島                                             大雪山・黒岳 

北海道のアースハンモック 
 

草におおわれたアースハンモック 

匍匐性矮小灌木に覆われたアースハンモック 



● 
十勝三股 

● 帯広市稲田 
 

● 勢雄 

● イタラタラキ 

● 

帯広市泉（空港） 

● 
上更別 

● 東音更 

● 
昆布刈石 

● 

美成 

● 帯広市富士 

● 
上士幌 

●北居辺 
● 

● 萩ヶ岡 

帯広市泉 勢雄 イタラタラキ 上更別   美成 

豊  頃  丘  陵 

帯広空港 旧 イタラタラキ原野 

アースハンモックは平地では十勝平野南部で初めて発見され 

「十勝坊主」と名付けて報告された（山田忍、１９５９） 

「イタラタラキ」はアイヌ語で「十勝坊主」を指す、との説もある 

十勝地方のアースハンモック分布地 

アースハンモック分布地 



最初の「十勝坊主」発見地  現在はすっかりササに覆われて地上では識別困難 
空中写真では約８００個 

イタラタラキ川氾濫原のアースハンモック 



昆布刈石のアースハンモック  谷地坊主に隣接して分布 

丘陵の小さな谷の谷底に谷地坊主が、 

やや乾燥した緩斜面にアースハンモックが分布 

谷地坊主 

アースハンモック 

アースハンモック 

谷地坊主 

２ｍ 



大樹町美成の段丘上のアースハンモック 

支笏降下軽石(Spfa-1,  4.5万年前) 
 

 航空宇宙実験所 
（民間ロケット発射基地） 

〇 

低い砂丘の裾か浅い凹地に分布、形成時期はかなり新しい 

樽前火山灰 
     （Ta-b, 1667年） 

水 



 アースハンモックの内部構造 
 
 

現生のものも埋没して化石化したものも、ともに底が 
 

平らで中心部が上方に突上げるような形状を示す 

帯広市泉 摩周火山のテフラに覆われた埋没アースハンモック  根釧原野 

E-a  約2万年前 

（小疇ほか，1974） 

恵庭火山のテフラに覆われた埋没アースハンモック 
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Asbyrgi， Iceland  Throskuldut,  Iceland 

Ｉｃｅｌａｎｄ 



Himalaya     Lobche 4930m 



Svalbard   78°Ｎ 



永久凍土帯における凍結圧による土質円形土  
 （mud boil、中心部が泥) の形成過程 

Adventdalen, Svalbard (北緯78度） 

(French, 1976) 

凍結が進行して未凍結の泥に圧力がかかる 

泥にかかる圧力が増して割れ目から地表に押し出される 

活動層 

活 動 層 
  夏=融解 
 冬=凍結 

年中凍結    

永久凍土面 

マッドボイル 



小型で径30－50cm、傾斜地に多く分布   
融雪水の関与が指摘されている 

永久凍土帯のアースハンモックの形成過程 

アースハンモックの表面と底から凍結が進行して 

中心部が押しあがり、周囲は沈降 

Adventdalen, Svalbard (北緯78度） 



斜面のアースハンモック 
 Svalbard 



１ ２ ３ 

４ ５ 
多角形割れ目のある永久凍土の融解地すべり起源？ 



1 

2 

3 



東西、南北断面（北斜面が急） 

帯広市泉（空港）のアースハンモック   
 

長径２．５ｍ、短径２ｍ、高さ６０ｃｍ± 

等高線間隔＝５ｃｍ 



植被多角形土 → アースハンモック 
 

中国・東崑崙山脈  

① ② 

③ ④ 
 



アースハンモックの形成過程                                       

凍結時のアースハンモックの模式図 

季節的凍土帯（地表から凍結） 

毛管力による土壌水分の吸上げ 

霜 柱 層 

氷 の レ ン ズ 

氷
の
析
出 

凍結 

不凍結 

凍 上 

収縮 収縮 

底が平ら  

凍結割れ目＝凍結収縮 
植被多角形土 

不等凍上＋収縮 
植被多角形土 → アースハンモック 

不等凍上＋収縮 
アースハンモック 

不等凍上によるアースハンモックの発達  

平面形          断面形 



‐20㎝ 

-40cm 

-60cm 

-80cm 
 

  地 温 観 測 

地表下２０，４０，６０，８０，１００ｃｍ 

に温度センサーを埋設して地温を

観測 

2016年10月26日 
掘り返してセンサーを回収 
       2017年5月23日 



冬季のアースハンモックの地温実測値と積雪深、最低気温（気象庁観測値、帯広泉） 

 凍土計 
ブルーは未凍結、透明の部分が 
凍結．最大凍結深＝２４ｃｍ 
 

凍上をおこす霜柱層、氷塊を生ず
る深さまで凍結が及ばなかった 

❅ ❅   

❅             

❅ 
12月9日～4月14日まで －0.1～－0.3℃ 

積雪40cm以上が13週連続 

日 付 

12/9                            4/14  

11/3        12/22                     3/22             4/23  

凍結開始                                   融解 

初積雪        積雪40㎝初日                     同終日     消雪 



ご清聴ありがとうございました 


